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1. 研究目的 

 Sr2VO4は二つの異なった結晶構造(K2NiF4型、斜方

晶)をとることが知られている。K2NiF4 型 Sr2VO4 は

100K 付近で磁化率の減少と構造相転移を伴う軌道整

列をすると報告されている[1]。しかし、100K 付近で磁

化率の減少がない報告もあり[2]、その物性は明らかで

はない。この軌道整列系である K2NiF4型に関しては、

様々な条件下で作製された多結晶の物性を調べること

を目的とした。一方、斜方晶型 Sr2VO4は、磁化率の温

度依存性が典型的なスピンギャップの振る舞いを示し、

これは S=1/2 である V
4+がダイマーを組んでスピンシン

グレットになるためであると考えられている[3][4]。しかし、

この斜方晶スピンギャップ系は単結晶の報告がない。

したがって、この系においては、単結晶作製とその物

性を調べることを目的とした。 

2. 実験方法 

 SrCO3と V2O5を混合し、空気中で 1000℃で 12 時間

仮焼きし、Ti,TiO,Ti2O3 を還元剤として試料と共に

石英管内に真空封入し、1100℃で焼結することで

K2NiF4型 Sr2VO4の多結晶試料を得た。この多結晶を

棒状に整形し、FZ法によって Ar+H2 7%の雰囲気下、

11mm/h の成長速度で斜方晶型 Sr2VO4の単結晶を得

た。それぞれ X 線回折、ICP 発光分析、TGA、抵抗率

測定、磁化率測定を行った。斜方晶型 Sr2VO4 の単結

晶については反射率測定も行った。 

3. 実験結果及び考察 

a.軌道整列系 Sr2VO4 

ICP、TGAの結果より、Vの価数の 4価からのずれ

を計算し、室温でのＸ線回折より得た c軸長の値でプロ

ットしたグラフを図 1 に示す。c 軸長が長い試料ほど、

酸素欠陥によって電子ドープされている傾向がある。

抵抗率と磁化率の結果より、電子ドープされた試料は

金属的な伝導を示し、V の磁気モーメント間の相互作

用が強磁性的であることが分かった。図 2 に示した格

子定数の温度依存性の結果より、100K 付近で構造相

転移をして軌道整列していると思われる試料は過剰酸

素によってホールドープされていることが分かった。 

b. スピンギャップ系 Sr2VO4 

 図 3 に磁化率の温度依存性を示す。この結果を

Bleaney-Bowersの式(1)でフィッティングした。 

    (1) 

フィッティングにより得た Jは 100K程度でほとんど異方

性がない。g因子は ga=1.98, gb=1.98, gc=1.92, のよう

に、3%程度 c軸方向が小さい異方性があることが分か

った。図 4に反射率のKramers-Kronig変換によって得

た光学伝導度スペクトルの結果を示す。1.3,1.7eV に

見られるピークはV原子内の e軌道から t2軌道への遷

移に対応している。3eV付近に見られるブロードなピー

クはモット遷移に対応している。4.5eV 付近に見られる

ピークは Oの 2p軌道から V の 3d軌道への CT遷移

に対応している。 
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図 2. 格子定数の温度依存性 図 1. V の価数の 4 価から 

のずれと c 軸長の関係 

図 3. 磁化率の温度依存性 図 4. 光学伝導度スペクトル 
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